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平成 25 年度 食品の食中毒菌汚染実態調査 
 

食品の食中毒菌汚染実態調査は、食中毒発生の未然防止対策を図るため、流通食品の汚染実態を把

握することを目的として厚生労働省が行っている事業で、毎年の食中毒発生状況等を踏まえ、検査項目や

検体の種類は年度により若干異なっています。平成24年に浅漬を原因とするEHEC O157の集団食中毒が

発生しており、今年度は浅漬の調査数が増加しています。 

当所では腸管出血性大腸菌（EHEC） O26、O111及びO157、サルモネラ属菌、カンピロバクター・ジェ

ジュニ及びコリ、大腸菌について、食肉89検体、漬物（浅漬）54検体の調査を行いました（カンピロバクター

は23検体、大腸菌は60検体について実施）。 

EHEC O26、O111及びO157はいずれも検出されませんでした。 

サルモネラ属菌は、鶏ミンチ肉 11検体（血清型は Infantis 7、Manhattan 2、Blockley 2）から検出されま

した。 

カンピロバクターは、鶏ミンチ肉 11検体から検出され、そのうち8検体がカンピロバクター ジェジュニ、3

検体がカンピロバクター コリでした。 

大腸菌は、浅漬 4検体から検出されました。 

今年度も食品から食中毒菌が検出されていることから、保健所などの食品衛生行政担当部局には食品

取扱者に対して原材料となる食品の衛生的な取り扱いをすることにより、最終的な製品に汚染が無くなるよ

う指導することが求められています。当所としても引き続きこの調査に協力し、指導の根拠となる検査デー

タの収集に努めていく予定です。 

 

表 1 食肉の食中毒菌汚染実態調査結果 

検体の種類 

検査実施検体数（陽性検体数） 

EHEC ※1 
サルモネラ 

属菌 

カンピロ 

バクター ※2 
大腸菌 

漬物  54 54  54（4）

結着肉 ※3 牛 13 13   

ミンチ肉 牛 13 13   

 豚 25 25   

 鶏 17 17（11） 17（11） ※4 

 他（牛豚混合など） 15 15   

生食用食肉 馬刺し 6 6 6 6 

計 143（0） 143（11） 23（11） 60（4） 
※1 EHEC：腸管出血性大腸菌 O26、O111 及び O157 
※2 カンピロバクターはジェジュニ及びコリの検査を実施 
※3 サイコロステーキ、成型肉 
※4 陽性はジェジュニ 8 検体、コリ 3 検体 

 

【 検査研究課 細菌担当 】 
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年末食品一斉収去検査 
 

年末食品等一斉点検は厚生労働省医薬食品局食品安全部長から出された「平成25年度食品、添加物

等の年末一斉取締りの実施について」に基づき、食品流通量が増加する年末における食中毒の発生防止

を図るとともに、積極的に食品の衛生確保を図るため、全国一斉に実施されました。 

本市においては平成25年11月1日から12月31日までを年末取締り期間と定め、一斉点検を行いました。

そのうち、食品専門監視班と福祉保健センターによる収去及び買取により搬入された検体について、当所

が行った添加物検査と細菌検査について報告します。 

 

 

１ 食品添加物検査 

今回は菓子類、野菜類・果実加工品、かん詰･びん詰食品、魚介類加工品などを重点に143検体、延

べ2,312項目の検査を行いました。 

その結果、表示にない亜硫酸を検出した輸入食品の清涼飲料水1検体が違反となり、食品衛生課から

輸入者を管轄する自治体に通報しました。その他の検体はいずれも食品衛生法に適合していました。 

 

表１ 食品添加物検査結果 平成 25 年 11～12 月 

        検 査 項 目 

大分類 
検
体
数 

違
反
検
体
数

項
目
数 

保
存
料 

着
色
料 

甘
味
料 

酸
化
防
止
剤

漂
白
剤 

発
色
剤 

シ
ア
ン 

冷凍食品     

魚介類     

魚介類加工品 16  197 48 134 8 3 4 

肉卵類及びその加工品 14 207 45 147 2   13

穀類及びその加工品 4  57 3 48 2 4  

野菜類・果実及びその加工品 24  311 72 180 41 6 12 

菓子類 30 462 48 313 46 50 3 2

清涼飲料水 8 1 187 72 96 18 1  

酒精飲料 15  202 51 132 6 13  

乳製品 1 16 3   

かん詰・びん詰食品 20 509 55 410 15 19 10 

その他の食品 11  164 33 108 14 8 1 

合   計 143 1 2312 430 1851 152 104 30 13 2

 

 

【 検査研究課 食品添加物担当 】 
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２ 細菌検査 

細菌検査の内訳は、食肉製品・魚肉ねり製品・そうざいなど71検体172項目（表1）でした。 

検査の結果、規格基準*1違反はなく、衛生規範*2不適が2検体ありました。 

いずれも依頼元に通報しました。 

 
*1 規格基準とは、食品及び添加物について食品衛生法第11条により基準、規格を定めたもののことで

す。 
*2 衛生規範とは、弁当、そうざい、漬物、洋生菓子及び生めん類について定められた衛生的な取り扱

い等の指針のことです。 

 

表2 収去検査結果 平成25年11～12月 

食品区分 
検査 

検体数 

検査 

項目数 

違反・不適 

検体数 
違反・不適理由 

乳製品     

 ナチュラルチーズ 2 2   

魚介類加工品     

 魚肉ねり製品 10 10   

食肉製品     

 加熱後包装食肉製品（ハム・ベーコン等） 15 45   

 包装後加熱食肉製品（ソーセージ） 1 2   

 非加熱食肉製品（生サラミ） 1 4   

 特定加熱食肉製品（ローストポーク） 1 4   

めん類     

 ゆでめん 1 3   

菓子類     

 洋生菓子 18 54 2 
細菌数超過*3 

大腸菌群陽性*4 

飲料     

 清涼飲料水 6 6   

 ミネラルウォーター 3 7   

その他の食品     

 加熱そうざい（そうざい類、弁当類） 10 30   

 非加熱そうざい（そうざい類、弁当類） 3 5   

 合     計 71 172 2  
*3 細菌数 25 万/g （基準 10 万/g 以下） 
*4 大腸菌群 10/g （基準 陰性） 

 

【 検査研究課 細菌担当 】 
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感染症発生動向調査委員会報告 １月 

 

 全数把握疾患 1月期に報告された全数把握疾患 
 

細菌性赤痢 1件 劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1件 

E型肝炎 1件 後天性免疫不全症候群（HIV感染症を含む） 1件 

デング熱 1件 侵襲性インフルエンザ菌感染症 1件 

レジオネラ症 5件 侵襲性肺炎球菌感染症 11件 

レプトスピラ症 1件 風しん 3件 

アメーバ赤痢 2件 麻しん 2件 

急性脳炎 2件   
 
＜細菌性赤痢＞Shigella flexneri （B群）の報告が1件ありました。国内での感染が推定されています。 

＜Ｅ型肝炎＞50歳代の報告が1件ありました。国内での経口感染が推定されていますが、詳細は調査中で

す。推定感染地域が国内とされている症例では、多くが生肉や内臓の喫食が関連していす。ブタ、シカ、

イノシシなどの肉・内臓を食する場合には十分加熱することが大切です。Ｅ型肝炎となった場合、致死率

は、一般の人々では、0.5-4.0％ですが、妊婦の場合では、17-33％と高く、注意が必要です。 

＜デング熱＞1件の報告がありました。渡航先（ベトナム）での感染が推定されています。 

＜レジオネラ症＞肺炎型 4 件、ポンティアック熱型 1 件の報告がありました。感染原因等詳細は現在調査

中です。 

＜レプトスピラ症＞1件の報告がありました。渡航先（インドネシア）での水系感染が推定されています。 

＜アメーバ赤痢＞2件の報告があり、うち1件は腸管アメーバ症で渡航先（タイまたはハワイ）での経口感染、

もう1件は腸管外アメーバ症（肝膿瘍）で、国内での同性間性的接触による感染が推定されています。 

＜急性脳炎＞2件の報告があり、1件は乳児で病原体は現在検索中です。もう1件は幼児でAH1pdm09が

検出されています。 

＜劇症型溶血性レンサ球菌感染症＞90歳代男性の報告が1件ありました。感染原因感染経路不明です 

＜後天性免疫不全症候群（HIV感染症を含む）＞無症状病原体保有者1件の報告があり、国内での同性

間性的接触による感染が推定されています。 

＜侵襲性インフルエンザ菌感染症＞50歳代男性1件（ワクチン接種歴無し）の報告がありました。肺炎が認

められ、血清型はf型でした。 

＜侵襲性肺炎球菌感染症＞11件の報告がありました。そのうち、乳児1件（ワクチン接種歴3回有り、血清

型未検査）と80歳代女性（ワクチン接種歴1回、血清型1型）以外はワクチン接種歴が確認できませんでし

た。予防にはワクチン接種が重要です。ワクチン接種歴の無い症例の年代と血清型は、80歳代1名（血

清型未検査）、70歳代3名（血清型7型、15型、35型）、60歳代2名（血清型19型、24型）、40歳代1名（血

清型19型）、30歳代2名（血清型1型、35型）でした。 

＜風しん＞3件の30～40歳代男性の報告があり、いずれもワクチン接種歴が確認できませんでした。先天

性風しん症候群予防のため、妊娠を予定・希望している女性は予防接種を受けましょう。流行の抑制に

は男性の予防接種も重要です。予防接種の助成が実施されています。先天性風しん症候群の発生に

は、妊婦が風しんに罹患してから出産するまでの期間のずれがあるので注意が必要です。 
◆横浜市の風しん予防接種助成の詳細（保健所） 

＜麻しん＞2件の報告がありました。どちらもワクチン接種歴は無く、うち1件は幼児で、海外（フィリピンセブ

島）での感染が推定されています。ウイルスが検出されており、遺伝子型はB3でした。もう1件は乳児で、

こちらもフィリピンでの感染が推定されており、現在PCR検査中です。海外からの感染を広げないために

も予防接種が大切です。麻しんの検査診断にあたっては国立感染症研究所の「麻しん検査診断アルゴ

リズム」をご参照ください。また、診断の確定には適切な時期のPCR検査が有用です。検査については

最寄りの福祉保健センターにご連絡ください。 

≪今月のトピックス≫ 
 インフルエンザ流行警報（警報発令基準値：定点あたり 30.00）が発令されました。 

 感染性胃腸炎が再び増加しています。 

 麻しんの海外での感染事例が報告されました。 
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２ 病原体定点からの情報 

市内の病原体定点は、小児科定点：9か所、インフルエンザ（内科）定点：3か所、眼科定点：1か所、基幹

（病院）定点：4か所の計17か所を設定しています。 

検体採取は、小児科定点とインフルエンザ定点では定期的に行っており、小児科定点は9か所を2グル

ープに分けて毎週1グループで実施しています。また、インフルエンザ定点では特に冬季のインフルエンザ

流行時に実施しています。 

眼科と基幹定点では、検体採取は対象疾患の患者から検体を採取できたときにのみ行っています。 

 

＜ウイルス検査＞ 

1月に病原体定点から搬入された検体は、小児科定点45件（鼻咽頭ぬぐい液44件、ふん便1件）、内科

定点21件（鼻咽頭ぬぐい液20件、ふん便1件）、眼科定点1件（眼脂）、基幹定点9件（鼻咽頭ぬぐい液4件、

髄液4件、血清1件）でした。患者の臨床症状別内訳は、小児科定点はインフルエンザ26人、咽頭炎12人、

気管支炎4人、胃腸炎、手足口病、伝染性紅斑各1人、内科定点はインフルエンザ17人、咽頭炎3人、胃腸

炎1人、眼科定点は流行性角結膜炎1人、基幹定点はインフルエンザ3人、脳炎2人、インフルエンザ脳症、

無菌性髄膜炎各1人でした。 

2月7日現在、小児科定点のインフルエンザ患者25人からインフルエンザウイルスAH1pdm09型(10人)、

AH3型(3人)、B型山形系統(6人)、B型Victoria系統（5人）、AH1pdm09型とB型Victoria系統の重複（1人）、

咽頭炎患者2人からB型山形系統、内科定点のインフルエンザ患者13人からインフルエンザウイルス

AH1pdm09型(7人)、AH3型(2人)、B型山形系統(3人)、B型Victoria系統（1人）、咽頭炎患者1人からヘルペ

スウイルス1型、基幹定点のインフルエンザ患者2人からインフルエンザウイルスAH1pdm09型が分離されて

います。 

これ以外に遺伝子検査では、小児科定点の咽頭炎患者と気管支炎患者各2人からRSウイルス、インフル

エンザ患者1人からインフルエンザウイルスAH1pdm09型、咽頭炎患者1人からライノウイルス、気管支炎1

人からパラインフルエンザウイルス1型、内科定点のインフルエンザ患者1人からインフルエンザウイルス

AH3型、胃腸炎患者1人からノロウイルスG2型の遺伝子が検出されています。 

その他の検体は引き続き検査中です。 

【 検査研究課 ウイルス担当 】 

 

＜細菌検査＞ 

1月の感染性胃腸炎関係の受付は、基幹定点から28件、定点以外の医療機関等からは5件あり、赤痢菌

（S.flexneri）、サルモネラが24件でした。 

その他の感染症は小児科から4件、基幹定点から1件、その他が25件でした。 

（次ページに表）
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表 感染症発生動向調査における病原体検査（1月） 

感染性胃腸炎 

 検査年月 1月 2014年1月 

 定点の区別 小児科 基幹 その他* 小児科 基幹 その他*

 件 数 0 28 5 0 28 5 

 菌種名    

 赤痢菌   1 1 

 サルモネラ  24   24  

 不検出 0 4 4 0 4 4 

その他の感染症 

 検査年月 1月 2014年1月 

 定点の区別 小児科 基幹 その他* 小児科 基幹 その他*

 件 数 4 1 25 4 1 25 

 菌種名       

 A群溶血性レンサ球菌（T6） 3   3   

 G群溶血性レンサ球菌   1   1 

 メチシリン耐性黄色ブドウ球菌  1   1  

 インフルエンザ菌   1   1 

 肺炎球菌 1  22 1  22 

 その他   1   1 

 不検出 0 0 0 0 0 0 

＊：定点以外医療機関等（届出疾病の検査依頼） 

T（T型別）：A群溶血性レンサ球菌の菌体表面のトリプシン耐性T蛋白を用いた型別方法 

 

【 検査研究課 細菌担当 】 
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表1 平成25年12月 アクセス順位 

順 

位 
タイトル 件数 

1 咽頭結膜熱について 21,793

2 インフルエンザワクチンについて 10,074

3 クロストリジウム-ディフィシル感染症について 5,043

4 アデノウイルス感染症について 4,350

5 衛生研究所トップページ 4,272

6 感染症発生状況 4,144

7 臨時情報 3,916

8 B群レンサ球菌（GBS）感染症について 3,103

9 横浜市感染症情報センター 3,044

10 サイトメガロウイルス感染症について 2,882

データ提供:総務局IT活用推進課 

衛生研究所WEBページ情報 
（アクセス件数・順位 平成25年12月分、電子メールによる問い合わせ・追加・更新記事 平成26年1月分） 

横浜市衛生研究所ホームページ（衛生研究所WEBページ）は、平成10年3月に開設され、感染症情報、

保健情報、食品衛生情報、生活環境衛生情報等を提供しています。 

今回は、平成25年12月のアクセス件数、アクセス順位及び平成26年1月の電子メールによる問い合わせ、

WEB追加・更新記事について報告します。 

なお、アクセス件数については総務局IT活用推進課から提供されたデータを基に集計しました。 

1 利用状況 

(1) アクセス件数 （平成25年12月） 

平成25年12月の総アクセス数は、187,293件でした。主な内訳は、感染症情報センター78.3％、食品衛

生5.2％、保健情報5.5％、検査情報月報2.8％、生活環境衛生1.6％、薬事0.7％でした。 

(2) アクセス順位 （平成25年12月） 

12月のアクセス順位（表

1）は、第1位が「咽頭結膜熱

について」、第2位が「インフ

ルエンザワクチンについて」、

第3位が「クロストリジウム-デ

ィフィシル感染症について」

でした。 

 

12月の総アクセス数は、

前月に比べ2％ほど増加し

ました。今月の1位は、「咽

頭結膜熱について」でした。

全国的に、感染者が多く報

告されています。2位は「イ

ンフルエンザワクチンについて」ですが、インフルエンザ流行シーズンに入る時期でもあり、関心の高さの

表れと考えます。3位の「クロストリジウム-ディフィシル感染症について」は、従来からアクセス頻度の高い項

目であります。今月は先月と同様のタイトルが多くを占めています。 

また、マイコプラズマ肺炎は、流行期に差し掛かってきており注意が必要です。アクセス順位は、14位で

したが、依然として年間を通じて多くなっています。 

 

厚生労働省のマイコプラズマ肺炎に関するＱ＆Ａ（一般の人向け） 平成24年10月改訂 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou30/index.html 

 

「咽頭結膜熱について」に関連する情報 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/eiken/idsc/disease/intou1.html 

 

「インフルエンザワクチンについて」に関連する情報 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/eiken/idsc/disease/influvaccine.html 
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「クロストリジウム-ディフィシル感染症について」に関連する情報 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/eiken/idsc/disease/clostridium1.html 

 

(3) 電子メールによる問い合わせ （平成26年1月） 

平成26年1月の問い合わせは、2件でした（表2）。 

 

表2 平成26年1月 電子メールによる問い合わせ 

内容 件数 回答部署 

手形培地を用いた検査について 

風疹予防接種について 

1 

1 

感染症・疫学情報課 

感染症・疫学情報課 

 

2 追加・更新記事 （平成26年1月） 

平成26年1月に追加・更新した主な記事は、18件でした（表3）。 

 

表3 平成26年1月 追加・更新記事 

【 感染症・疫学情報課 】 

掲載月日 内容 備考 

1月 6日 コロンビアのこどもの定期予防接種について 掲載 

1月 6日 感染症に気をつけよう（1月号） 掲載 

1月 8日 感染性胃腸炎の発生状況 掲載 

1月 8日 横浜市インフルエンザ流行情報7号 掲載 

1月 9日 パナマのこどもの定期予防接種について 掲載 

1月10日 中華人民共和国（香港特別行政区）のこどもの定期予防接種について 掲載 

1月14日 韓国のこどもの定期予防接種について 掲載 

1月14日 中華民国（台湾）のこどもの定期予防接種について 掲載 

1月16日 感染性胃腸炎の発生状況 掲載 

1月16日 横浜市インフルエンザ流行情報8号 掲載 

1月17日 シンガポールのこどもの定期予防接種について 掲載 

1月23日 スリランカのこどもの定期予防接種について 掲載 

1月23日 横浜市インフルエンザ流行情報9号 掲載 

1月24日 クウェートのこどもの定期予防接種について 掲載 

1月24日 サウジアラビアのこどもの定期予防接種について 掲載 

1月30日 横浜市インフルエンザ流行情報10号 掲載 

1月30日 ベトナムのこどもの定期予防接種について 掲載 

1月31日 ネパールのこどもの定期予防接種について 掲載 


